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①要約： 

このアイデアは、うつ病、気分障害、不安障害を治療するために、神経学的な変化を系統的に

促すトレーニングプログラムが設定されています。トレーニングプログラムには、推論リノー

マリゼーションゲームが含まれており、ゲーム参加者に対して 3 つのサブセットの刺激を提示

し、そのうちの 1 つまたは 2 つに対して選択的に反応したり、反応を控えたりするように促し

ます。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、うつ病や不安障害などの精神的な問題を治療するために、神経学的な

変化を引き起こすトレーニングプログラムを提供することです。神経可塑性（神経プラスチシ

ティ）の考えに基づいています。神経可塑性は、脳が経験や学習によって変化し、修復や再構

築が可能であるという能力を指します。このトレーニングプログラムは、神経可塑性を活用し

て脳の回路を再配線することにより、精神的な問題を緩和しようとします。 

 

③新規性： 

このアイデアの新規性は、神経可塑性を利用したトレーニングプログラムをうつ病や不安障害

の治療に応用する点にあります。従来の治療法では、薬物療法や心理療法が主流でしたが、神

経可塑性を活用したゲーム形式のトレーニングプログラムは比較的新しいアプローチであり、

従来の治療法とは異なる手法です。 

 

④独自性： 

このアイデアの独自性は、推論リノーマリゼーションゲームという具体的なゲーム形式を提案

している点にあります。このゲームは、3 つの刺激のサブセットに対して選択的な反応や反応の

控えを促すものであり、ゲーム参加者の注意や判断力を鍛えることを目指しています。この独

自のゲーム形式は、神経可塑性を促進し、うつ病や不安障害の症状を改善するために特に効果

的である可能性があります。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアの経済価値は、うつ病や不安障害の治療に取り組むための効果的な代替手段を提

供する点にあります。神経可塑性を活用したトレーニングプログラムは、薬物療法や心理療法

と比較して費用対効果が高く、持続的な効果をもたらす可能性があります。また、このトレー

ニングプログラムはゲーム形式で提供されるため、利用者にとってはより楽しくやる気を起こ

しやすい方法となるかもしれません。経済的にも効果的であるため、広範な人々にアクセスし

やすくなる可能性もあります。 


